
1．助成事業

研究助成金の交付機関の活動予定

イ. ビタミンB研究委員会

研究協議会開催予定　4回　

（

ロ．ビタミンC研究委員会

研究委員会開催予定　3回

（

ハ．脂溶性ビタミン総合研究委員会

研究委員会開催予定　4回

（

第337回11月30日～12月1日・香川、第338回平成25年3月・帝京大学）

ニ．日本ビタミン学会

学会誌「ビタミン」年11回刊行等

○第64回日本ビタミン学会大会開催

会   　    場　 ：

開   催   日 ： 平成24年6月22日(金) ～ 23日(土)

大会委員長 ： 森脇　久隆（岐阜大学大学院医学研究科消化器病態学　教授）

特別講演(6月22日)　  (敬称略)

「環境変化に対する光合成生物の生存戦略

重岡　    成

シンポジウム（6月22日）

「ビタミン誘導体の臨床応用」

影近   弘之

　（水溶性）

1 . ビタミンＢ群および関連物質と臨床　 栗山    　勝

2 . ビタミンＣ誘導体の創製と臨床応用 山本 　   格

（脂溶性）

1 . 非環式レチノイドによる肝発癌化学予防 清水   雅仁

2 . 活性型ビタミンＤ誘導体の臨床応用と医薬品化 久保寺   登

3 . ビタミンＫの臨床応用 岩本　 　 潤

オーガナイザー：　

〒501-1194　岐阜市長良福光2695-2

TEL：058-296-1200　FAX：058-296-1210

長良川国際会議場

平成24年度事業計画書

 (平成24年4月1日～平成25年3月31日)

第428回6月21日・岐阜、 第429回9月1～2日・神奈川、 第430回11月17日・京都

　　公益社団法人

第335回7月27日・神戸学院大学、 第336回9月28日・東京農業大学 

‐ ビタミンによるレドックス制御を介した細胞応答 ‐

第138回9月、 第139回11月、　第140回平成25年3月)

     ビタミン・バイオファクター協会

第431回平成25年2月2日・大阪、 シンポジウム　平成25年2月1日・大阪)
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若手シンポジウム（6月22日）  (敬称略)

『ビタミン基礎研究の進展を担う若手研究者たち』

早川   享志

古庄　    律

1 . 福渡　    努

2 . ビオチンの栄養評価法に関する最近の進歩 榎原   周平

3 . ホモシステイン代謝における水溶性ビタミンの機能 山田   和弘

4 . 目崎   喜弘

5 . 骨恒常性における局所カルシウム輸送とビタミンＤの役割 増山   律子

一般演題　110題

○平成24年度日本ビタミン学会市民公開講座開催（共催）

会   　    場　 ： 名古屋大学 工学部 ES館 ESホール 

開   催   日 ： 平成24年12月1日(土)

実行委員長 ： 堀尾　文彦 （名古屋大学大学院農学研究科教授・当協会参与）

テ   －   マ ： 　「ビタミン、バイオファクターの魅力ある機能と、健康へのその活用」

(敬称略)    

1 . はじめに 福澤   健治

2 . ビタミンＡとガン予防 森脇   久隆

3 . 健康へのビタミンの活用 橋詰   直孝

4 . 抗酸化バイオファクターと健康長寿 大澤　 俊彦

5 . 吉村      徹

6 . おわりに 堀尾      学

イ. ビタミン・バイオファクター関係新情報の提供

日本ビタミン学会大会要旨買上げ(企業会員他に贈呈分) 

広告掲載(ビタミン誌）

Journal of Nutritional Science and Vitaminology買上げ(企業会員他に贈呈分) 

ホームページ管理費

一般会員募集のための広報活動

公開している。

ロ．市民公開講座開催

尿を生体指標として利用した水溶性ビタミンの栄養評価法の確立

２．広報･活動事業

肝臓星細胞によるビタミンＡの代謝・貯蔵メカニズムとその意義

オーガナイザー：　

に関する情報提供や知識啓蒙等を図っている。

シンポジウム等の内容を掲載し参加を促すとともに、広く一般にビタミン・バイオファクター

その他新情報の提供として、当協会のホームページを通じて講演会、市民公開講座や

また、助成機関の委員会や協議会、シンポジウムなどの活動についての情報を一般に

名古屋大学 工学部 ES館 ESホール（詳細は　１－ニ）

平成24年度日本ビタミン学会市民公開講座開催（共催）

ビタミンと酵素
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ハ．

会   　    場　 ： 奈良女子大学　記念館

開   催   日 ： 平成24年12月8日（土）  13時～17時

世　 話   人 ： 植野　洋志（奈良女子大学教授）

テ   －   マ ： 現代社会におけるビタミンの隠れた役割（仮称）

(敬称略)    

1 . はじめに 左右田健次

2 . ビタミン全般のバックグラウンド的なもの（仮） 柴田   克己

3 . ビタミンＣと骨代謝 塚本　 幾代

4 . 畑でつくるサプリメント 重岡　  　成

5 . ビタミンＢ６酵素と味覚：新規減塩食品への一歩（仮） 植野　 洋志

6 . おわりに 鏡山 　博行

ニ．事業委託

1 ．研究業績出版等

2 ．研究協議会・シンポジウム開催

研究協議会

第428回 6月21日 岐阜・長良川国際会議場

世話人

　 第429回 9月1日～2日 神奈川・湘南国際村センター

世話人

　　 第430回 11月17日 京都・京都大学　楽友会館

世話人

第431回　

世話人

世話人

シンポジウム

会   　    場　 ：

開   催   日 ：

企画 ・運営 ： 未　　定

ホ．情報広報

早川  享志  委員

大阪･大阪大学　中之島センター

平成25年2月1日（金）

（武田薬品工業株式会社）

一瀬     宏  委員

津下　英明  委員

北吉　正人  委員

大阪･大阪大学中之島センター平成25年
2月2日

雨宮　由哉  委員

（第一三共株式会社）

ても迅速に回答している。なお、当協会のホームページの内容を監修している。

マスコミからのビタミン・バイオファクターに関する企画、問い合わせなどに正確に対応し

ている。また、一般からのビタミン、バイオファクター、サプリメントなどに関する質問に対し

「ビタミンの日」記念講演会開催
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